
　
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
の

今
年
秋
、
中
国
山
地
の
山
あ
い

に
あ
る
岡
山
県
哲
多
町
に
「
国

際
貢
献
大
学
校
」
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。
そ
の
校
長
に
内
定

し
た
。
６
月
を
め
ど
に
社
会
人

を
対
象
に
募
集
。
Ｉ
～
３
年
の

間
、
保
健
・
医
療
を
学
ん
で
も

ら
い
、
海
外
実
習
も
重
ね
、

人
道
援
助
の
専
門
家
を
養
成

す
る
。
子
ど
も
た
ち
に
も
、
国

際
理
解
や
平
和
学
習
の
講
座
を

開
く
Ｖ

　
◆
過
疎
の
町
で
す
が
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
の
交
流
を
続
け
、
国

際
貢
献
の
視
点
も
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
廃
校
と
な
る
小
学
校

の
用
地
を
大
学
校
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
町
議
会
で
決
ま

り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
）
グ
ル
ー
プ
の
ア

ム
ダ
国
際
福
祉
事
業
団
が
運
営

を
委
託
さ
れ
た
。
自
治
体
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
人
材

養
成
で
結
び
つ
く
の
は
、
ま
れ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
話
し
合
う
菅
波
茂

さ
ん
（
左
）
　
　
　
＝
岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で

な
こ
と
。
大
学
校
を
舞
台
に
内

外
の
交
流
が
新
た
に
生
ま
れ
る

し
、
町
お
こ
し
の
お
手
伝
い
に

も
な
り
ま
す
。

谷特方
ＡＭＤＡ代表

すがなみ　　しげる
菅波　茂さん

　
Ａ
5
4
歳
。
多
民
族
、
多
宗
教
、

多
文
化
が
渦
巻
く
ア
ジ
ア
に
ひ

か
れ
、
ア
ジ
ア
に
こ
だ
わ
る
Ｖ

　
◆
高
校
時
代
、
第
二
次
世
界
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の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
見
て
い
る

だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
挫

折
感
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
結
成
（
8
4

年
）
に
結
び
つ
い
て
…
…
。

情
を
よ
く
知
っ
た
現
地
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
を

組
む
。
こ
の
多
様
性
が
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
大
き
な
要
素
。
「
違

傷
詐
凹
け
、
希
望
忿
支
揖

大
戦
中
に
ア
ジ
ア
の
戦
線
で
倒
　
Ａ
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
Ａ

れ
た
日
本
兵
の
写
真
を
見
て
シ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
、
2
7
力
国
に
メ
ン

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
「
こ
の
若
バ
ー
を
持
ち
、
こ
の
救
援
ネ
ッ

者
が
な
ぜ
、
こ
こ
で
死
ん
だ
の
ト
ワ
ー
ク
が
「
多
国
籍
医
師
団
」

か
」
。
岡
山
犬
医
学
部
に
入
学
と
し
て
機
能
。
世
界
各
地
で
う

後
、
尺
八
１
本
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
め
く
人
々
の
救
援
に
勣
く
Ｖ

Ｉ
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
携
　
◆
欧
米
の
援
助
団
体
の
多
く

え
、
ア
ジ
ア
を
放
浪
し
た
。
医
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
バ
ッ
ク
。

師
に
な
っ
て
２
年
。
１
９
７
９
イ
ス
ラ
ム
の
難
民
が
受
診
を
拒

年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
大
量
の
難
否
す
る
例
な
ど
、
多
宗
教
の
ア

民
が
生
ま
れ
、
タ
イ
の
難
民
キ
ジ
ア
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

ャ
ン
プ
に
飛
ん
だ
。
で
も
、
ノ
こ
と
も
あ
る
。
私
た
ち
は
、
民

ウ
ハ
ウ
も
組
織
も
な
く
、
欧
米
族
も
宗
教
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
実

の
は
、
「
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
さ
ま
」
と
い
う
相
互
扶
助
の

気
持
ち
。
2
0
世
紀
は
イ
デ
オ
ロ

千
－
優
先
で
破
た
ん
し
た
と
思

え
ま
す
。
大
き
な
思
想
よ
り
、

私
た
ち
が
実
践
し
て
き
た
小
さ

な
心
と
心
の
結
び
つ
き
こ
そ
、

新
し
い
世
紀
に
ま
す
ま
す
重
要

度
を
増
し
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
Ａ
理
想
を
大
事
に
し
な
が
ら

も
、
「
人
権
」
「
ヒ
ュ
ー
了
一

ズ
ム
」
を
声
高
に
は
語
ら
な
い
。

体
験
に
基
づ
い
た
原
則
は
具
体

的
な
こ
と
ば
で
語
ら
な
け
れ

ば
、
と
意
識
し
て
い
る
Ｖ

　
◆
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、

人
道
援
助
に
は
三
つ
の
原
則
が

る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
Ｉ

―
と
い
う
こ
と
。
「
助
け
に
来

て
あ
げ
た
」
と
い
う
姿
勢
で
は

な
く
、
「
あ
な
た
も
必
要
な
入

閣
だ
」
と
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と

連
携
す
る
。
こ
れ
っ
て
、
す
ご

く
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
救
援
を
通
じ
て
、
平
和
へ

の
思
い
も
強
く
な
る
Ｖ

　
◆
被
害
を
受
け
た
人
々
と

そ
の
家
族
の
「
今
日
の
生
活
」

を
助
け
、
「
明
日
の
希
望
」
が

持
て
る
よ
う
に
す
る
の
が
人

道
援
助
。
そ
れ
が
食
糧
援
助
で

あ
り
、
医
療
援
助
。
そ
し
て
、

教
育
へ
の
支
援
。
こ
れ
ら
が

実
現
で
き
る
状
態
が
平
和
で
し

ょ
う
。

　
逆
に
、
平
和
を
阻
害
す
る
の

が
、
戦
争
、
災
害
、
貧
困
。
必

合
い
、
信
頼
し
合
う
。
相
手

を
必
蘇
と
し
、
関
心
を
持
ち

続
け
、
忘
れ
も
し
な
い
。
そ

ん
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、

地
球
上
に
張
り
め
ぐ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
平
和
は
き

っ
と
見
え
て
く
る
。
若
い
人

だ
ち
と
、
語
り
合
い
た
い
こ

と
で
す
ね
。
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次
回
は
、
本
日
か
ら
本紙

朝
刊
に
連
載
童
話
「
ゆ

き
ね
こ
ち
や
ん
」
を
執
筆

し
て
い
る
童
話
作
家
、
今

－ － ･
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